
英国航空事故調査員会報告（ロンドン・ヒースロー空港エチオピア航空Ｂ７８７機火災）
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Summary:Summary:Summary:Summary: A fire event occurred on a parked, unoccupied and electrically un-powered Boeing 787 aircraft at London Heathrow Airport. Subsequent
examination of the fire-affected area has focussed on the Emergency Locator Transmitter (ELT). Two Safety Recommendations have been made.
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（報道より）

○毎日新聞

Ｂ７８７::::ロンドンで駐機中火災 救命無線機火元か 他機種含め６０００個使用−−中間報告
2013年07月19日

【ロンドン小倉孝保】ロンドン・ヒースロー空港でのエチオピア航空ボーイング７８７旅客機の火災事故（１

２日）で英航空事故調査局（ＡＡＩＢ）は１８日、墜落時などに遭難信号を発信する航空機用救命無線機（Ｅ

ＬＴ）のバッテリーが原因になった可能性があるとの中間報告を発表した。同型装置は約６０００個が各種航

空機に搭載されているといい、調査局は７８７機に搭載されたものの使用停止と、搭載する他機種航空機の安

全調査の実施を勧告した。

中間報告によると、火災の被害が最も大きかった機体後方上部に設置されていた米ハネウェル社製ＥＬＴの

二酸化マンガンリチウムバッテリーに、異常が発見された。発火が内部からの放電か、電気ショートによるも

のかは不明だという。

ＥＬＴは客室天井の裏側に設置され、周辺に火災報知機や自動消火装置がないため、ＡＡＩＢは、飛行中に

火災が発生していれば「重大な安全上の懸念を生じ、消火作業も困難だった」と指摘した。

７８７機を巡っては今年に入り、日航機と全日空機でＥＬＴとは異なるバッテリーのトラブルが続いたため

運航が一時停止され、同バッテリーを改善して４月に運航を再開している。
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